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【公報種別】特許法第１７条の２の規定による補正の掲載
【部門区分】第３部門第２区分
【発行日】平成26年7月10日(2014.7.10)

【公表番号】特表2010-535180(P2010-535180A)
【公表日】平成22年11月18日(2010.11.18)
【年通号数】公開・登録公報2010-046
【出願番号】特願2010-518711(P2010-518711)
【国際特許分類】
   Ｃ０７Ｄ 233/96     (2006.01)
   Ｃ０７Ｄ 405/06     (2006.01)
   Ｃ０７Ｄ 403/06     (2006.01)
   Ｃ０７Ｄ 401/06     (2006.01)
   Ｃ０７Ｄ 405/14     (2006.01)
   Ａ６１Ｋ  31/4178   (2006.01)
   Ａ６１Ｋ  31/4174   (2006.01)
   Ａ６１Ｋ  31/4439   (2006.01)
   Ａ６１Ｐ  25/28     (2006.01)
   Ａ６１Ｐ  25/00     (2006.01)
   Ａ６１Ｐ  43/00     (2006.01)
【ＦＩ】
   Ｃ０７Ｄ 233/96    　　　　
   Ｃ０７Ｄ 405/06    ＣＳＰ　
   Ｃ０７Ｄ 403/06    　　　　
   Ｃ０７Ｄ 401/06    　　　　
   Ｃ０７Ｄ 405/14    　　　　
   Ａ６１Ｋ  31/4178  　　　　
   Ａ６１Ｋ  31/4174  　　　　
   Ａ６１Ｋ  31/4439  　　　　
   Ａ６１Ｐ  25/28    　　　　
   Ａ６１Ｐ  25/00    １０１　
   Ａ６１Ｐ  43/00    １１１　

【誤訳訂正書】
【提出日】平成26年5月26日(2014.5.26)
【誤訳訂正１】
【訂正対象書類名】特許請求の範囲
【訂正対象項目名】全文
【訂正方法】変更
【訂正の内容】
【特許請求の範囲】
【請求項１】
　医薬として使用するイミダゾロン誘導体であって、当該誘導体が、式（Ｉ）：
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【化１】

［式中、
・Ｒ１は、Ｃ１－Ｃ３アルキル基または水素原子、またはアリール基を表わし；
・Ａｒ１は、
【化２】

から選択され、Ｚは、線状もしくは分枝のＣ１－Ｃ５アルキル、アリール、ベンジル、置
換アリールもしくは置換ベンジル、ベンゾジオキソリル基、１つ以上のハロゲンまたはＣ
Ｃｌ３基を表す；
・Ｒは、
　－　Ｒ２－Ｓ－基；Ｒ２は、Ｔ１－（ＣＨ２）ｎタイプの基から選ばれ、ｎ＝０、１、
２または３であり、Ｔ１は以下の基の１つを表わす：ビニル、アルキル、アルキニル、ニ
トリル、シクロアルキル（Ｃ３またはＣ４であり得る）、Ｚ１－Ｏ、Ｚ１－ＣＯ（Ｚ１＝
Ｃ１－Ｃ３アルキル）、またはｈａｌ（ｈａｌはＦ、Ｃｌ、ＢｒもしくはＩまたはＣＣｌ

３基を表わす）；
または
　－　Ｒ３－ＮＨ－基；Ｒ３は、Ｔ２－（ＣＨ２）ｎタイプの基から選ばれ、ｎ＝０、１
または２であり、Ｔ２は以下の基の１つを表わす：メチル、ビニル、Ｚ２Ｏ、Ｚ２Ｏ－Ｃ
ＯＮＨ－、－ＣＨ－（ＯＺ２）２、Ｚ２ＣＯ（Ｚ２＝Ｈまたは線状もしくは分枝のＣ１－
Ｃ４アルキル）、ＮＨ２、Ｃ３シクロアルキル、アリール、または置換アリール；または
Ｒ３＝Ｈである；
または
　－　Ｒ４－ＣＯＮＨ－基；Ｒ４は分枝Ｃ３－Ｃ５アルキル基である；
または
　－　Ａｒ２またはＡｒ２－Ｓ；Ａｒ２は、フェニル、置換フェニルまたはベンゾジオキ
ソリル基から選択される；
を表わす］
に相当することを特徴とする誘導体（ただし、
　Ｒ１＝Ｈ、Ａｒ１＝Ｃ６Ｈ５－ＯＣＨ３－４、Ｒ＝Ｓ－ＣＨ３、
　Ｒ１＝Ｈ、Ａｒ１＝Ｃ６Ｈ５－ＯＣＨ３－４、Ｒ＝ＮＨ－Ｃ６Ｈ４－ＣＯＯＨ－２
　Ｒ１＝ＣＨ３、Ａｒ１＝１，３－ベンゾジオキソール－５－イル、Ｒ＝ＮＨ２、
　Ｒ１＝ＣＨ３、Ａｒ１＝１，３－ベンゾジオキソール－５－イル、Ｒ＝Ｓ－ＣＨ３、
　Ｒ１＝ＣＨ３、Ａｒ１＝１，３－ベンゾジオキソール－５－イル、Ｒ＝ＮＨ－ＣＨ２－
ＣＨ２－ＯＨ
　Ｒ１＝ＣＨ３、Ａｒ１＝１，３－ベンゾジオキソール－５－イル、Ｒ＝Ｓ－ＣＨ２－Ｃ
Ｈ３、
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　Ｒ１＝ＣＨ３、Ａｒ１＝１，３－ベンゾジオキソール－５－イル、Ｒ＝Ｓ－ＣＨ２－Ｃ
≡ＣＨ、
　Ｒ１＝ＣＨ３、Ａｒ１＝１，３－ベンゾジオキソール－５－イル、Ｒ＝ＮＨ－ＣＨ２－
ＣＨ２－ＣＨ３、または
　Ｒ１＝Ｃ６Ｈ５、Ａｒ１＝１，３－ベンゾジオキソール－５－イル、Ｒ＝ＮＨ－ＣＨ２

－ＣＨ２－ＣＨ３

　Ｒ１＝Ｈ、Ａｒ１＝１，３－ベンゾジオキソール－５－イル、Ｒ＝ＮＨＣＨ３、
　Ｒ１＝ＣＨ３、Ａｒ１＝４－ＭｅＯフェニル、Ｒ＝フェニル、
　Ｒ１＝ＣＨ３、Ａｒ１＝４－ＭｅＯフェニル、Ｒ＝４－ＭｅＯフェニル、
　Ｒ１＝ＣＨ３、Ａｒ１＝４－ＭｅＯフェニル、Ｒ＝４－ＮＣフェニル、
　Ｒ１＝ＣＨ３、Ａｒ１＝４－ＭｅＯフェニル、Ｒ＝Ｓ－ＣＨ３、
　Ｒ１＝Ｈ、Ａｒ１＝４－ＭｅＯフェニル、Ｒ＝Ｓ－ＣＨ３、
　Ｒ１＝Ｈ、Ａｒ１＝４－ＭｅＯフェニル、Ｒ＝Ｓ－ＣＨ２ＣＨ３、
　Ｒ１＝Ｈ、Ａｒ１＝４－ＭｅＯフェニル、Ｒ＝Ｓ－ｎＣ３Ｈ７、
　Ｒ１＝Ｈ、Ａｒ１＝４－ＭｅＯフェニル、Ｒ＝Ｓ－ｎＣ４Ｈ９、
　Ｒ１＝ＣＨ３、Ａｒ１＝４－ＭｅＯフェニル、Ｒ＝Ｓ－ＣＨ３、
　Ｒ１＝Ｃ２Ｈ５、Ａｒ１＝４－ＭｅＯフェニル、Ｒ＝Ｓ－Ｃ２Ｈ５、
　Ｒ１＝ｎＣ３Ｈ７、Ａｒ１＝４－ＭｅＯフェニル、Ｒ＝Ｓ－ｎＣ３Ｈ７、
　Ｒ１＝ｎＣ４Ｈ９、Ａｒ１＝４－ＭｅＯフェニル、Ｒ＝Ｓ－ｎＣ４Ｈ９、
　Ｒ１＝フェニル、Ａｒ１＝４－ＭｅＯフェニル、Ｒ＝フェニル、
　Ｒ１＝o-メチルフェニル、Ａｒ１＝４－ＭｅＯフェニル、Ｒ＝フェニル、
　Ｒ１＝Ｃ２Ｈ５、Ａｒ１＝４－ＭｅＯフェニル、Ｒ＝Ｓ－ＣＨ３、
　Ｒ１＝フェニル、Ａｒ１＝４－ＭｅＯフェニル、Ｒ＝Ｓ－Ｃ２Ｈ５、
　Ｒ１＝フェニル、Ａｒ１＝４－ＭｅＯフェニル、Ｒ＝フェニル、
　Ｒ１＝ｐ－メチルフェニル、Ａｒ１＝４－ＭｅＯフェニル、Ｒ＝フェニル、
　Ｒ１＝o－メチルフェニル、Ａｒ１＝４－ＭｅＯフェニル、Ｒ＝フェニル、
　Ｒ１＝ｐ－Brフェニル、Ａｒ１＝４－ＭｅＯフェニル、Ｒ＝フェニル、
　Ｒ１＝ｐ－ＭｅＯフェニル、Ａｒ１＝４－ＭｅＯフェニル、Ｒ＝フェニル、
　Ｒ１＝o－ＭｅＯフェニル、Ａｒ１＝４－ＭｅＯフェニル、Ｒ＝フェニル、
　Ｒ１＝ｐ－ＯＨフェニル、Ａｒ１＝４－ＭｅＯフェニル、Ｒ＝フェニル、
　Ｒ１＝ＯＣ２Ｈ５フェニル、Ａｒ１＝４－ＭｅＯフェニル、Ｒ＝フェニル、
　Ｒ１＝ＯＣＨ２Ｃ６Ｈ５フェニル、Ａｒ１＝４－ＭｅＯフェニル、Ｒ＝フェニル、
　Ｒ１＝ＯＯＣＣ６Ｈ５フェニル、Ａｒ１＝４－ＭｅＯフェニル、Ｒ＝フェニル、
　Ｒ１＝ＯＯＣＣＨ３フェニル、Ａｒ１＝４－ＭｅＯフェニル、Ｒ＝フェニル、
　Ｒ１＝フェニル、Ａｒ１＝３－ＭｅＯ－４－ＯＨフェニル、Ｒ＝ｐ－メチルフェニル、
　Ｒ１＝フェニル、Ａｒ１＝３－ＭｅＯ－４－ＯＨフェニル、Ｒ＝フェニル、
である化合物を除く）。
【請求項２】
　請求項１に記載の誘導体であって、
　１μＭ未満のＩＣ５０値を有し、式（Ｉ）に対応し、該式（Ｉ）において、
－　Ｒ１が、ＨまたはＣＨ３を表わし；
－　Ａｒ１が：基
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【化３】

を表わし；
－　Ｒが：
　・Ｒ２－Ｓ－基；Ｒ２はＴ１－（ＣＨ２）ｎタイプの基から選ばれ、Ｔ１＝メチル、ア
ルキニル、ニトリル、ｈａｌ、ＣＨ３Ｏ、シクロプロピルまたはシクロブチル基であり、
ｎ＝０、１、２または３であり、「ｈａｌ」はハロゲン原子またはＣＣｌ３基を表わす；
または
　・Ｒ３－ＨＮ－基；Ｒ３＝ＨであるかまたはＲ３はＴ２－（ＣＨ２）ｎタイプの基から
選ばれ、ｎ＝０、１または２であり、Ｔ２＝Ｃ３アルキル、ＯＨ、シクロプロピル、フェ
ニル、またはＯＨ、ＯＣＨ３、ＣＯＯＨとＯＨ、ＣＨ２ＯＨ、Ｃ（ＣＨ３、ＯＨ）、ＣＨ

２－ＣＨ２ＯＨ、ＣＨ２－ＣＯＯＨにより置換されるフェニルもしくはベンゾジオキソリ
ルである；
または
　・パラ－ヒドロキシフェニルまたはベンゾジオキソリル基から選択されるＡｒ２基；
を表わすことを特徴とする誘導体。
【請求項３】
　請求項１または２に記載の誘導体であって、
Ｒ＝　Ｒ２Ｓ
　Ｒ２＝　ＣＨ２Ｃ≡Ｎ；Ｒ１＝　Ｍｅ；Ａｒ１＝　１，３－ベンゾジオキソール－５－
イル
　Ｒ２＝　ＣＨ２ＣＨ２Ｃｌ；Ｒ１＝　Ｍｅ；Ａｒ１＝　１，３－ベンゾジオキソール－
５－イル
　Ｒ２＝　ＣＨ２ＣＨ３；Ｒ１＝　Ｈ；Ａｒ１＝　１，３－ベンゾジオキソール－５－イ
ル
　Ｒ２＝　ＣＨ２ＣＨ２ＣＨ３；Ｒ１＝　Ｈ；Ａｒ１＝　１，３－ベンゾジオキソール－
５－イル
　Ｒ２＝　ＣＨ（ＣＨ３）２；Ｒ１＝　Ｈ；Ａｒ１＝　１，３－ベンゾジオキソール－５
－イル
　Ｒ２＝　ＣＨ２Ｃ≡Ｎ；Ｒ１＝　Ｈ；Ａｒ１＝　１，３－ベンゾジオキソール－５－イ
ル
　Ｒ２＝　ＣＨ２（ＣＨ２）２ＣＨ３；Ｒ１＝　Ｈ；Ａｒ１＝　１，３－ベンゾジオキソ
ール－５－イル
　Ｒ２＝　ＣＨ２ＣＨ２ＯＣＨ３；Ｒ１＝　Ｈ；Ａｒ１＝　１，３－ベンゾジオキソール
－５－イル
　Ｒ２＝　ＣＨ２Ｔ１；Ｔ１＝　シクロプロピル；Ｒ１＝　Ｈ；Ａｒ１＝　１，３－ベン
ゾジオキソール－５－イル
　Ｒ２＝　ＣＨ２Ｔ１；Ｔ１＝　シクロブチル；Ｒ１＝　Ｈ；Ａｒ１＝　１，３－ベンゾ
ジオキソール－５－イル
Ｒ＝　Ｒ３ＮＨ
　Ｒ３＝　ＣＨ２ＣＨ３；Ｒ１＝　Ｍｅ；Ａｒ１＝　１，３－ベンゾジオキソール－５－
イル
　Ｒ３＝　ＣＨ２Ｔ１；Ｔ１＝　シクロプロピル；Ｒ１＝　Ｍｅ；Ａｒ１＝　１，３－ベ



(5) JP 2010-535180 A5 2014.7.10

ンゾジオキソール－５－イル
　Ｒ３＝　ＣＨ２ＣＨ３；Ｒ１＝　Ｍｅ；Ａｒ１＝　１，３－ベンゾジオキソール－５－
イル
　Ｒ３＝　１－ＨＯ－Ｃ６Ｈ４；Ｒ１＝　Ｍｅ；Ａｒ１＝　１，３－ベンゾジオキソール
－５－イル
　Ｒ３＝　Ｃ６Ｈ５；Ｒ１＝　Ｍｅ；Ａｒ１＝　１，３－ベンゾジオキソール－５－イル
　Ｒ３＝　３－ＨＯ－Ｃ６Ｈ４；Ｒ１＝　Ｍｅ；Ａｒ１＝　１，３－ベンゾジオキソール
－５－イル
　Ｒ３＝　３－ＨＯ－２－ＨＯ２Ｃ－Ｃ６Ｈ３；Ｒ１＝　Ｍｅ；Ａｒ１＝　１，３－ベン
ゾジオキソール－５－イル
　Ｒ３＝　３，２－ＯＣＨ２Ｏ－Ｃ６Ｈ３；Ｒ１＝　Ｍｅ；Ａｒ１＝　１，３－ベンゾジ
オキソール－５－イル
　Ｒ３＝　３－ＣＨ３－Ｃ６Ｈ４；Ｒ１＝　Ｍｅ；Ａｒ１＝　１，３－ベンゾジオキソー
ル－５－イル
　Ｒ３＝　ＨＯＣＨ２ＣＨＯＨＣＨ２；Ｒ１＝　Ｍｅ；Ａｒ１＝　１，３－ベンゾジオキ
ソール－５－イル
　Ｒ３＝　３，２－ＯＣＨ２ＣＨ２Ｏ－Ｃ６Ｈ３；Ｒ１＝　Ｍｅ；Ａｒ１＝　１，３－ベ
ンゾジオキソール－５－イル
　Ｒ３＝　３－ＣＨ３Ｏ－Ｃ６Ｈ４；Ｒ１＝　Ｍｅ；Ａｒ１＝　１，３－ベンゾジオキソ
ール－５－イル
　Ｒ３＝　２－ＨＯＣＨ２－Ｃ６Ｈ４；Ｒ１＝　Ｍｅ；Ａｒ１＝　１，３－ベンゾジオキ
ソール－５－イル
　Ｒ３＝　２－ＨＯＣＨ（ＣＨ３）－Ｃ６Ｈ４；Ｒ１＝　Ｍｅ；Ａｒ１＝　１，３－ベン
ゾジオキソール－５－イル
　Ｒ３＝　３－ＨＯＣＨ２ＣＨ２－Ｃ６Ｈ４；Ｒ１＝　Ｍｅ；Ａｒ１＝　１，３－ベンゾ
ジオキソール－５－イル
　Ｒ３＝　３－ＨＯ２ＣＣＨ２Ｏ－Ｃ６Ｈ４；Ｒ１＝　Ｍｅ；Ａｒ１＝　１，３－ベンゾ
ジオキソール－５－イル
　Ｒ３＝　ＣＨ２ＣＨ２ＣＨ３；Ｒ１＝　Ｈ；Ａｒ１＝　１，３－ベンゾジオキソール－
５－イル
　Ｒ３＝　ＣＨ２Ｔ１；Ｔ１＝シクロプロピル；Ｒ１＝　Ｈ；Ａｒ１＝　１，３－ベンゾ
ジオキソール－５－イル
　Ｒ３＝　Ｃ６Ｈ５；Ｒ１＝　Ｈ；Ａｒ１＝　１，３－ベンゾジオキソール－５－イル
　Ｒ３＝　３－ＨＯ－Ｃ６Ｈ４；Ｒ１＝　Ｈ；Ａｒ１＝　１，３－ベンゾジオキソール－
５－イル
　Ｒ３＝　Ｈ；Ｒ１＝　Ｈ；Ａｒ１＝　３－ＨＯ－２－ＭｅＯ－Ｃ６Ｈ３

Ｒ＝　Ａｒ２

　Ａｒ２＝　３－ＨＯ－Ｃ６Ｈ４；Ｒ１＝　Ｍｅ；Ａｒ１＝　１，３－ベンゾジオキソー
ル－５－イル
　Ａｒ２＝　３，２－ＯＣＨ２Ｏ－Ｃ６Ｈ３；Ｒ１＝　Ｍｅ；Ａｒ１＝　１，３－ベンゾ
ジオキソール－５－イル；
である式（Ｉ）の誘導体から選択されることを特徴とする誘導体。
【請求項４】
式（Ｉ）：
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【化４】

［式中、
・Ｒ１は、Ｃ１－Ｃ３アルキル基または水素原子、またはアリール基を表わし；
・Ａｒ１は、
【化５】

から選択され、Ｚは、線状もしくは分枝のＣ１－Ｃ５アルキル、アリール、ベンジル、置
換アリールもしくは置換ベンジル、ベンゾジオキソリル基、１つ以上のハロゲンまたはＣ
Ｃｌ３基を表す；
・Ｒは、
　－　Ｒ２－Ｓ－基；Ｒ２は、Ｔ１－（ＣＨ２）ｎタイプの基から選ばれ、ｎ＝０、１、
２または３であり、Ｔ１は以下の基の１つを表わす：ビニル、アルキル、アルキニル、ニ
トリル、シクロアルキル（Ｃ３またはＣ４であり得る）、Ｚ１－Ｏ、Ｚ１－ＣＯ（Ｚ１＝
Ｃ１－Ｃ３アルキル）、またはｈａｌ（ｈａｌはＦ、Ｃｌ、ＢｒもしくはＩまたはＣＣｌ

３基を表わす）；
または
　－　Ｒ３－ＮＨ－基；Ｒ３は、Ｔ２－（ＣＨ２）ｎタイプの基から選ばれ、ｎ＝０、１
または２であり、Ｔ２は以下の基の１つを表わす：メチル、ビニル、、Ｚ２Ｏ、Ｚ２Ｏ－
ＣＯＮＨ－、－ＣＨ－（ＯＺ２）２、Ｚ２ＣＯ（Ｚ２＝Ｈまたは線状もしくは分枝のＣ１

－Ｃ４アルキル）、ＮＨ２、Ｃ３シクロアルキル、アリール、または置換アリール；また
はＲ３＝Ｈである；
または
　－　Ｒ４－ＣＯＮＨ－基；Ｒ４は分枝Ｃ３－Ｃ５アルキル基である；
または
　－　Ａｒ２またはＡｒ２－Ｓ；Ａｒ２は、フェニル、置換フェニルまたはベンゾジオキ
ソリル基から選択される；
を表わす］
に相当する誘導体の治療有効量を含有することを特徴とする医薬組成物。
【請求項５】
　神経変性疾患の治療のための請求項４に記載の医薬組成物。
【請求項６】
　アルツハイマー病またはタウ病態の治療のための請求項５に記載の医薬組成物。
【請求項７】
　ピック病の治療のための請求項４に記載の医薬組成物。
【請求項８】
　２１トリソミーの治療のための請求項４に記載の医薬組成物。
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【請求項９】
　請求項１～３のいずれか１つに記載のイミダゾロン誘導体を含むキナーゼ阻害剤。
【請求項１０】
　請求項１～３のいずれか１つに記載の式（Ｉ）のイミダゾロン誘導体の合成法であって
、式（２）：
【化６】

［式中、Ｒ１およびＡｒ１は請求項１～３に定義したとおりである］
に相当するアリーリデンチオヒダントイン誘導体を使用し、
　Ｒ＝Ｒ２－Ｓである式（Ｉ）のイミダゾロン誘導体を調製するために、チオヒダントイ
ン誘導体（２）を、式：
　　　　　　　　Ｒ２Ｘ　　　　　　　（３）
［式中、Ｘ＝　Ｃｌ、ＢｒまたはＩ］
のハロゲン化誘導体（３）と、式：
【化７】

［式中、Ｒ１、Ｒ２およびＡｒ１は請求項１～３に定義されたとおりである］
のイミダゾロン誘導体（４）を得ることを可能とする条件下で反応させる工程を包含する
ことを特徴とする方法。
【請求項１１】
　請求項１～３のいずれか１つに記載の式（Ｉ）のイミダゾロン誘導体の合成法であって
、式（２）：

【化６】

［式中、Ｒ１およびＡｒ１は請求項１～３に定義したとおりである］
に相当するアリーリデンチオヒダントイン誘導体を使用し、
　Ｒ＝　Ａｒ２－Ｓであり、Ａｒ２はアリール基を表わす式（Ｉ）のイミダゾロン誘導体
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を調製するために、チオヒダントイン誘導体（２）を式：
　　　　　　　　　Ａｒ２－Ｂ（ＯＨ）２　　　　　（７’）
のアリールホウ酸（７’）と、式（８）：
【化８】

の誘導体を与える条件下に反応させる工程を包含することを特徴とする方法。
【請求項１２】
　請求項１～３のいずれか１つに記載の式（Ｉ）のイミダゾロン誘導体の合成法であって
、式（２）：

【化６】

［式中、Ｒ１およびＡｒ１は請求項１～３に定義したとおりである］
に相当するアリーリデンチオヒダントイン誘導体を使用し、
　Ｒ＝　Ｒ３ＨＮである式（Ｉ）のイミダゾロン誘導体を調製するために、
－　請求項１０の方法によって得られたイミダゾロン誘導体（４）を、式：
　　　　　　　　　　Ｒ３－ＮＨ２　　　　　　（４’）
のアミン（４’）と、式：

【化９】

のイミダゾロン誘導体（５）を得ることを可能とする条件下に反応させるか、または
－　ヒダントイン誘導体（２）を、アミン（４’）と反応させる
工程を包含することを特徴とする方法。
【請求項１３】
　請求項１～３のいずれか１つに記載の式（Ｉ）のイミダゾロン誘導体の合成法であって
、式（２）：



(9) JP 2010-535180 A5 2014.7.10

【化６】

［式中、Ｒ１およびＡｒ１は請求項１～３に定義したとおりである］
に相当するアリーリデンチオヒダントイン誘導体を使用し、
　Ｒ＝　Ｒ４ＣＯＨＮである式（Ｉ）のイミダゾロン誘導体を調製するために、請求項１
２による式（５）式においてＲ３＝Ｈの式：

【化１０】

のイミダゾロン誘導体（５”）を、式：
　　　　　　　　　Ｒ４ＣＯＣｌ　　　　　　　　（５’）
の酸塩化物（５’）と、式：
【化１１】

のイミダゾロン誘導体（６）を得ることを可能とする条件下に反応させる工程を包含する
ことを特徴とする方法。
【請求項１４】
　請求項１～３のいずれか１つに記載の式（Ｉ）のイミダゾロン誘導体の合成法であって
、式（２）：

【化６】
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［式中、Ｒ１およびＡｒ１は請求項１～３に定義したとおりである］
に相当するアリーリデンチオヒダントイン誘導体を使用し、
　Ｒ＝　Ａｒ２である式（Ｉ）のイミダゾロン誘導体を調製するために、チオヒダントイ
ン誘導体（２）を、アリールホウ酸（７’）：
　　　　　　　　　　Ａｒ２－Ｂ（ＯＨ）２　　　　　　（７’）
と、イミダゾロン誘導体（７）：
【化１２】

を得ることを可能とする条件下に反応させる工程を包含することを特徴とする方法。
【請求項１５】
　チオヒダントイン誘導体（２）は、下記反応式に従って
【化１３】

メチルグリシナート塩酸塩ＣＨ３Ｏ２Ｃ－ＣＨ２－ＮＨ２・ＨＣｌを、イソチオシアネー
トＲ１－Ｎ＝Ｃ＝Ｓと反応させることによってチオヒダントイン誘導体を得、ついで下記
反応式に従って

【化１４】

このチオヒダントイン誘導体にアルジミン誘導体Ａｒ１－ＣＨ＝Ｎ－ａｌｋ（式中、「ａ
ｌｋ」はＣ３－Ｃ５アルキル基を表わす）を反応させることによって得られることを特徴
とする請求項１０～１４のいずれかに記載の方法。
【請求項１６】
　神経変性疾患を治療するための医薬の製造における請求項４に記載の医薬組成物の使用
。
【請求項１７】
　アルツハイマー病またはタウ病態を治療するための医薬の製造における請求項１６に記
載の医薬組成物の使用。
【請求項１８】
　ピック病を治療するための医薬の製造における請求項４に記載の医薬組成物の使用。
【請求項１９】
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　２１トリソミーを治療するための医薬の製造における請求項４に記載の医薬組成物の使
用。
 
【誤訳訂正２】
【訂正対象書類名】明細書
【訂正対象項目名】００２２
【訂正方法】変更
【訂正の内容】
【００２２】
　上記式（Ｉ）において、「アリール」はフェニルまたはナフチルを表わし、「ヘテロ環
」はＮ、Ｏおよび／またはＳをヘテロ原子として有する５員もしくは６員環を表わす。Ｒ

１、Ａｒ１、Ａｒ２およびＲの置換基は、ＯＨ、ＯＺ、ＣＯＨ、ＣＯＺ、ＣＯＯＨ、ＣＯ
ＯＺ、ＮＨ２、ＮＨａｌｋ．、Ｎ（ａｌｋ．）２、ＮＨＣＯＯＨ、ＮＨＣＯＯＺから選択
される（Ｚは、線状もしくは分枝のＣ１－Ｃ５アルキル、アリール、ベンジル、置換アリ
ールもしくは置換ベンジル、ベンゾジオキソリル基、１つ以上のハロゲンおよび／または
ＣＣｌ３基を表し、ａｌｋ．はＣ１－Ｃ３アルキル基を表わす）。
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